
〈

研

究

論
文

４

〉

『
十
住
心
論
』
と
『
I
t
i
n
e
r
a
r
i
u
m
　
m
e
n
t
i
s
 
i
n
 
D
e
u
m
』

―
―
比
較
思
想
論
的
考
察
―
―

笠
　
井
　
　
　
貞

弘
法
大
師
空
海
の
『
秘
密
曼
荼
羅
十
住
心
論
』
と
聖
ボ
ナ
ヴ
ェ
ン
ト
ゥ
ー

ラ

の

『

神

に

至

る

霊

魂

の

道

程

』
（
Ｉ
ｔ
ｉｎ
ｅ
ｒ
ａ
ｒ
ｉｕ
m

　ｍ

ｅ
ｎ
ｔ
ｉｓ
　ｉｎ

　Ｄ
ｅ
ｕ
m

）
と

は

、

前

者

が

仏

教

、

後

者

が

キ

リ

ス

ト

教

と

い

う

異

宗

教

の

思

想

系

統

に

属

し

、

時

代

・

場

所

・

思

想

形

態

な

ど

を

異

に

す

る

。

し

か

し

な

が

ら

、

共

に

究

極

的

真

理

に

至

る

段

階

を

提

示

し

た

著

作

で

あ

る

。

こ

の

小

論

で

は

、

両

者

の

比

較

思

想

論

的

考

察

を

通

し

て

、

そ

の

類

似

性

と

差

異

性

を

尋

究

し

、

両

思

想

の

根

本

的

特

質

を

明

確

に

し

た

い

と

思

う

。

空

海
（
７
７
４
-
８
３
５
）
は

、
『

秘

密

曼

荼

羅

十

住

心

論

』（
十

巻

。
略

称
『
十

住

心

論

』
）

を

選

述

し

、

次

い

で

そ

の

内

容

の

要

髄

を

、
『

秘

蔵

宝

鏑

』
（
三

巻

。

略

称

『
宝

鏑

』
）
で

叙

述

し

た

。

前

者

を

広

論

、

後

者

を

略

論

と

い

う

。

こ

の

二

書

は

、

そ

の

構

成

や

思

想

内

容

に

相

違

も

見

ら

れ

る

が

、

共

に

「

十

住

心

」
（
Ｄ
ａ
ｓ
ａ
-

ｓ
ｔ
ｈ
ａ
ｎ
ａ
ｓ
ｙ
ａ
-ｃ
ｉｔ
ｔａ
）

の

体

系

を

論

述

し

た

も

の

で

あ

る

。

空

海

が

、
『

大

日

経

住

心

品

』

を

中

心

に

し

て

諸

経

論

を

考

究

し

て

、

凡

夫

よ

り

大

覚

に

至

る

心

の
状

態
の
段

階
を
説

い
た
の
で
あ
る
。
人
間
の
心
の
状
態
は
無
量
で

あ
る
。

住
心

と
は
心

の
止
住
す

る
処
の
意
味
で
、
各

個
人
の
心
は
、
そ
の
安
定
す

る

位

置
を
異

に
し
て

い
る
が
、
仮
り
に
十
種
に
分
け
て
他
の
多
く
を
摂
す

る
と

言

っ
て
、
空

海
は
、
十
住
心

を
提
示

し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
小

論
で
は
表
題

通
り
、
広
論
を
主
に
し
て
考
察
す
る
。
『
大
■
盧
遮
那
経
』
（
『
大
日
経
』
）
で
、

菩
提

心
為
因

、
大

悲
為
根
、

方
便
為

究
竟

と
説
い
て
、
菩
提
心
と
慈
悲
心
と

実

践
手
段

と
・
が
、

一
切
智
智

を
得

る
三

句
で
あ
る
と
し
、
菩
提

と

は
、
「
如

実

知
自
心
」
で
あ
る
と
し
て

い
る
箇
所

を
、
空

海

は

、『
十
住
心
論
』
の
序

に
引

用
し
て
い
る
。
十
住
心

論
は
、
如
実

知
自
心

の
観
行
を
深
め
て
行
く
過

程
を
十

綱
に
分
け
て
組
織

し
た
も
の
で
あ
る
。
心

の
病
気
は
多
い
と
い
っ
て

も
、
そ
の
原
因

は
唯
一
で
、
無
明

が
そ
れ
で
あ
る
。
衆
生
は
狂
迷
し
て
帰
る

べ
き
家
を
知
ら
な
い
か
ら
、
三
悪
道
に
沈
淪
し
、
四
生
に
■
す
る
。
苦
の

原
因

を
知
ら
な
い
か
ら
、

本
来
の
世
界

に
還
る
心

を
持
て

な
い
。
聖
父
は
そ

Ｑ

‥
ｙ
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の

よ

う

な

無

知

な

者

を
愍

ん
で

、

そ

の
帰

り

道

を
示

し

た
の

で

あ

る

と

い

う

。

こ
れ
よ
り
以
下
に
お
い
て
、
十
住
心
の
内
容
を
概
観
し
て
み
よ
う
。

第

一

の
異

生

羝

羊

住

心

は
、

凡

夫

が
善

悪

を
弁

え

ず
、

愚

者

が
原

因

・

結

果

の

理
法

を

信
じ

な

い
妄

執

で

あ

る

と
言

っ

て

い

る

よ

う

に

、

倫

理

的

覚
醒

以
前
の
状
態
で
あ
る
。
殺
・
盗
・
婬
・
妄
語
・
■
悪
・
離
間
・
無
義
・
貪
・

瞋

・
癡

の
十

悪

を
根

本

と

し

て
、

道

徳

的
判

断

に
無

知
で

あ

り
、

諸

悪

の

罪

業

は

、
無

量
無

辺

で

あ

る

と

し

て

、

人
間

悪

の

根
源

を
追

求

し

て

い

る

。

た

だ

本

能

の
満

足

を
願

望

し

て

い

る

だ

け

で

、

微

少

な

善

心

の

兆

し

さ

え

な

い

凡

夫

心

の

状

態

で

あ

る

。

こ

の
段

階

に

あ

る

三
十

種
外

道

を

、
『

大

日

経

疏
』

に

よ

っ

て

述

べ

て

、

そ

れ

ら

の
外

道

は

何

れ

も

真

理

に

迷

っ
て

輪

廻

す

る

と

し

て

い

る

。

第

二

の

愚

童

持

斎

住

心

は

、

凡

夫

に

善

心

が

兆

し

、

自

心

の

本

源

に

帰

る

濫

觴

で

あ

る

と

言

う

。

絶

対

的

な
悪

人

は

い

な

い

の

で

、

善

心

は

次

第

に

生

長

し

。

身

口

意

の

三

業

を
慎

む

心

か
ら

、

仏

法

僧

の

三

宝

に
帰

依

し

、

五

戒

・
八

戒

・
十

善

を
実

践

す

る
。

五
戒

は
、

中

国

の

儒
教

倫

理

の

五

常

と
同

じ

で

あ

る

と

い

う

考
え

方

を

取
り

入

れ

て
、

空

海

は
、

仁

を
不

殺

生

に
、

義

を
不

邪

婬

に
、

礼

を
不

飲

酒

に

、

智

を
不

愉

盗

に

、

信

を
不

妄

語

に

当

て

て
、

内

容

は
同

じ

で

あ

る

と

す

る

。

更

に

八

戒

を

明

ら

か

に

し

、

十

善

戒

を
修

め

る
こ

と

を
説

く

。

こ

の

よ

う

に

、

第

二

の
段

階

は

、

儒

教

倫

理

を

も

包

含

し

た
、

仏

教

の

戒

を

基

本

と

す

る
倫

理

・
道

徳

の

世

界

で

あ

る
。

第

三

の

嬰

童
無

畏

住

心

は

、

倫

理

を

超

え

て

宗

教

心

が
覚

醒

し

た

段

階

で

あ

る
。

自

在
天

・
梵

天

な

ど
に

帰

依

し
、

護
戒

生
天

に

よ
り

安

心

を
得

よ

う

と

す

る

。

数
論
（
S
a
m
k
h
y
a
）
・
声
論
（
Ｍ
ｉ
ｍ
ａ
ｍ
ｓ
ａ
）
　
・
勝
論
（
V
a
i
s
e
s
i
k
a
）
・
時
論

(
Ｋ
ａ
ｌａ
-ｖ
ａ
ｄａ
）

等

々

、

イ

ン
ド

の

十

六

の

哲
学

説

は
そ

れ
で

あ

る

と
説

く

。

バ
ラ

モ

ン

系

統

の

諸

哲
学

は
有

我

論

で

、

因

果

の

理
法

を

認

め

ず
、

人

間

の

禍
福

は
、

自

在
天

・
梵

天

な

ど

の
意

志

に
よ

っ
て

決

定

さ

れ

る

と

主
張

す

る

の

で

あ

る
。

第

四

の

唯

蘊

無
我

住

心

か

ら

仏
教

の
解

脱

の

道

に
入

り

、

こ

こ

で

は

〈

声

聞

〉

の

心

の

あ

り

方

を

説

く

。
実

体

的

自
我

が
あ

る

と

考

え

る

こ

と

を

幻
化

や

陽

炎

に
替

え

て

い

る

。
我

執

・
法

執

・
無

明

の
惑

の

三

つ

の

迷

い

を

越

え

る

こ

と

に

よ

っ

て

、

唯

蘊

無

我

を

理

解

す

る

の
で

あ

る
。

外

道

の
場

合

は

、

自

我

と

自

我

に

属

す

る
事

物

は

実

在

す

る

と

い

う
執

着

に
よ

っ
て

生

死

界

を

さ
迷

い

、

三

界

の

最

頂

部

、

有

頂
天

た

る
非

想
非

非

想

処
天

に
生

ま

れ

た
と

し

て

も

ま

た

堕

落

す

る
。
人

間

存

在

は

、
色

・
受

・
想

・
行

・
識

の

五

蘊

か

ら

成

立

し

て

い

る
こ

と

を
如

実

に

知

り

、

無

我

（
ｎ
ａ
ｉｒ
ａ
ｔ
m
ｙ
ａ
）

の

理

を
体

得

す

る
。

三

宝

に
帰

依

し
、

四

諦

を

学

び

。

戒

・
定

・

慧

の

三
学

を
成

就

し

て

解

脱

し
、

遂

に
阿

羅

漢

の

位

に
入

る
。

こ

の

住

心

は

、

所

謂

小
乗

の

声
聞

乗

で

あ

る
。

六

宗

二

十

部

と

さ

れ

る
小

乗

は
、

こ

の

唯

蘊

無

我

の

一

句

に

摂

せ

ら

れ

る

。

結

局

、

空

海

は

、

こ

の

声
聞

を
法

界

の

一
門

、

法

身

の

一

徳

で

あ

る
と

す

る

。

第

五

の
抜

業

因

種

住

心

と

は

、
〈

縁

覚
〉

の

人

が
、

十

二
因

縁

、

即

ち
無

明

・

行

に

よ

っ
て

識

・

名

色

・

六

処

・

触

・
受

が

あ
り

。

愛

・

取

・
有

に

よ

っ
て

生

・
老

死

が

あ

る
こ

と

を

観

じ

て
、

四

大

・

五
蘊

の
生

死

を
厭

う
。

無

常

を

覚

り
、

三

昧
に

よ

り

、

業

と

煩

悩

の

根

本
、

即

ち
無

明

業

の

種

子

を
抜

除

す

る
。

縁

覚

は
、

菩

提

即

ち
悟

り

の

智

慧

を

得

る

た

め

の
実

践

修

行

法

た

る
三

十

七
菩

提
分

法

は

独

力

で

悟

り

、

五

蘊

・

十

二

処

・
十

八

ｊ』’ｍ゜
1
8

叭ｅｍｍｕ
一

―
】卩と大柚ｒ7
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界
も
自
力
で
知
る
。
利
他

の
大
悲

が
欠
け
て
い

る
の
で
、
救
い
の
方
便
を
持

た
ず
、
自
分
だ
け
寂
滅
を
証
得
す
る
。
縁
覚
は
、
浅
略
釈
で
は
智
慧
狭
劣
と

い
う
こ
と
に
な
る

が
、
深

秘
釈
で
は
、
そ
れ
は
法
身
仏
の
一
つ
で
あ
り
、
万

徳
の
一
つ
で
あ
る
と
す
る
。

第
六
の
他
縁
大
乗

住
心

は
、
す

べ
て
の
人
々
に
対

し
て
無
条
件
で
平

等
な

慈
悲
を
及

ぼ
そ
う
と
す
る
〈
菩
薩
〉
の
心
で
あ
る
。
そ
れ
は
大
乗

の
共
通
特

色
で

あ
る

が
、
こ

の
住
心
で

は
唯
識

学
派
・
法
相
宗
が
大
乗

の
初
門

と
し
て

説

か
れ
る
。
菩
薩

は
、
人
法
二
空

と
三
性
（

遍
計
所
執
性
・
依
他

起
性
・
円

成
実

性
）

の
理
を
観

じ
。
自

執
の
汚

染
を
除
き
、
四

量（

慈
・

悲
・
喜

・
捨
）

を
修

し
、
四
摂
（
布
施
・
愛
語
・
利

行
・
同

事
）

を
行
じ
て
、
他
人

の
た
め

に
働
く
。
そ
の
唯
識
法
相
の
修
行
の
段
階

た
る
五
位

が
説
示

さ
れ

る
。
一

は

資
糧
位
で
、
菩
薩
の
十
地
の
前
段
階

た
る
十
住
・
十
行
・
十
廻
向

の
三
十
心

が
こ

の
段
階
で
あ

る
。
二
の
加
行
位

は
、
第
十

の
廻
向
の
最
後
で
、
修
行

の

功

を
増
加
す

る
位
。
三
は
無
漏
智

を
得
て
真

理
を
体
得
す

る
通
達
位
。
四

は

菩
薩

の
十
地
で
無
分
別
智

を
修
習
す

る
修
習
位
。
五

は
無
上
至
極
の
悟
り

の

段

階

た
る
究
竟
位
で
あ
る
。
こ
の
住
心
は
、
顕
教
で
法
相
宗
に
該
当
す
る

が
、

真

言
の
深
秘
釈
で
は
、
弥
勒
菩
薩
の
大
慈
三
昧
で
あ

る
と
い
う
。
第
七
の
覚

心
不

生
住
心
と
は
。
心
主
自
在
で
、
自
心
の
本
不

生
の
理
を
覚
り
。
一
切

の

戯
論
を
離
れ
る
住
心
で
あ
る
。
空

は
即

ち
仮
有
の
根
本
で

あ
り
、
仮
有

は
有

で

は
な
い

が
、
そ
の
ま
ま
有

と
し
て
現
存
し
て
い
る
。
絶
空
は
空
で

は
な
い

が
、

空
空
と
し
て
不
住
で
あ

る
。
そ

れ
故

に
、
色
即
是
空
・
空
即
是
色
で

あ

る
。
空
性

を
無
得
に
観
じ
、
戯
論

を
八
不

に
よ

っ
て
越
え

る
。
権
智

と
実
智

と

は
、

円

覚

を

一
如

に
証

し

、
真

俗

二

諦

は
、

教

理

を

絶

中

に

得

る
。

心

性

の
不

生

を
悟

り

、

境

智

の
不

異

を
知

る
。

こ

の

住

心

は

三
論

の

宗
義

に

相
当

す
る
。
深
秘
釈
で
は
、
文
殊
菩
薩
の
「
三
摩
地
」
（
s
a
m
a
d
h
i
）
の
法
門
で
、

こ

の
菩

薩

は
、

大

日
如

来

の
智

慧

を
表

し

た
も

の

で

あ

る

と

さ

れ

る
。

第

八

の

一
道

無

為

住

心

は
、

ま

た
如

実

知

自

心

、

ま

た

は

空

性
無

境

心

と

名

づ
け

ら

れ

る
。

智

顎

に

よ

る

、
『
摩

訶

止

観

』

の

重
要

な
箇

所

に

あ

る
、

解

脱

に

至

る
十

乗

観

法

の

内

の
観

不

思

議

境

・

破
法

遍

・
無

法

愛

な

ど

が
説

か
れ

る
。

天

台

宗

の

思

想

た

る
こ

の

住

心

は

、
深

秘
釈

で

は

観

自

在

菩

薩

の

三

摩

地

門

を

説

い

た
も

の

と

さ
れ

る
。

そ

の

真

言

を
受

持

し

読

誦

す

れ

ば
、

速

か

に

解

脱

を

得

て

観

音

菩

薩

と

等

同

に

な

る

と

い
う

。

若

し

こ

の

真

言

の

密

義

を

得

れ

ば
、

一
切

の

法

教

は

皆

悉

く
平

等

で
あ

る
と

す

る
。

第

九

の

極

無

自

性

住

心

と

い

う

の

は

、

空

性

を

覚

り
、

因

縁
生

無

自

性

の

理

に

達

す

る

心

で

あ

る
。

空

海

は

、

こ

の

典

拠

を

華

厳
思

想

に
置

く

。

華

厳

宗

は

五

教

・

十

玄

・

六

相

・

華

厳

三

昧

が

至

要

で

あ

る

と

し
て

、

五

教

を

論

じ

、

事

事

無

礙
法

界

の
十

玄
門

を
述

べ
、

六

相

を

説

き
、

実

践

証

修

の

華

厳

三
昧

を
示

す

。

深

秘

釈

で

こ

の

住

心

は
、

普

賢

菩
薩

所

証
の

三

摩

地

門

で

あ

り

、

ま

た

こ

れ

は
大
■
盧
遮
那
如
来
の
菩
提
心
の
一
門
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

第

十

の
秘

密

荘

厳

心

と
は

、

身

・

囗

・
意

の

三

密

に

よ

っ
て

、

大

日
如

来

の
世
界
で
あ
る
「
曼
荼
羅
」
（
m
a
n
d
a
l
a
）
を
荘
厳
す
る
意
味
で
あ
る
。
そ
れ

は

自

心

の
源

底

を
覚

知

し
、

如

実

に
自

身

の

数

量

を

証

悟

す

る

こ

と

で

あ

る

と

い

う

。

こ

の

覚
知

自

心

之

源

底

は

〈

成

仏
〉

で
、

如

実

証

悟

自

身

之

数

量

は

〈
即

身

〉

で

あ

る
。

真

言

密

教

（
Ｍ
ａ
ｎ
ｔｒ
ａ
-ｙ
ａ
ｎ
ａ
-ｖ
ａ
ｄ
ａ
）

を
学

び
、

修

行



し

て

、

即

身

成

仏

し

、

曼

荼

羅

の

諸

尊

に

な

る

心

で

あ

る

。

空

海

は

、
「

如

実

知

自

心

」

の

一

句

は

量

り

知

れ

な

い

意

味

を

含

ん

で

い

る

と

し

、

竪

に

は

十

重

の

浅

深

を

顕

わ

し

。

横

に

は

塵

数

の

広

多

を

示

す

と

い

う

。

竪

の

構

造

は

、
「

九

顕

一

密

」

と

い

わ

れ

、

第

一

の

羝

羊

の

暗

心

か

ら

、

漸

次

、

背

暗

向

明

、

求

上

す

る

。

第

九

住

心

ま

で

が

顕

教

で

、

第

十

住

心

が

最

高

の

密

教

の

段

階

と

、

教

相

判

釈

の

区

別

を

す

る

。

横

の

構

造

は

、
「

九

顕

十

密

」

と

い

わ

れ

、

第

九

住

心

ま

で

の

道

程

も

、

深

秘

釈

か

ら

は

、

す

べ

て

密

教

の

顕

わ

れ

て

い

る

様

態

で

、

第

十

住

心

に

包

摂

さ

れ

て

い

る

と

す

る

。
『

秘

蔵

宝

鏑

』

は

九

顕

一

密

に

、
『
十

住

心

論

』

は

九

顕

十

密

の

立

場

に

重

点

が

置

か

れ

て

い

る

と

言

え

る

。

キ
リ
ス
ト
教
哲
学
者
で
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
派
の
神
学
者
、
ボ
ナ
ヴ
ェ
ン
ト

ゥ
ー
ラ
（
１
２
２
１
-
７
４
）
の
、
Ｉ
ｔ
ｉ
ｎ
ｅ
ｒ
ａ
ｒ
ｉ
ｕ
m
　
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ
ｉ
ｓ
　
ｉ
ｎ
　
Ｄ
ｅ
ｕ
m
は
、
霊
魂

が
、
神
に
ま
で
上
昇
す
る
道
程
を
六
段
階
に
分
け
て
叙
述
し
た
著
作
で
あ
る
。

以

下

に

お

い

て

、

そ

の

内

容

を

考

察

し

て

、

概

要

を

述

べ

る

こ

と

に

し

よ

う

。

第

一

の

段

階

は

、

神

へ

の

上

昇

の

諸

段

階

と

、

万

物

に

お

け

る

神

の

痕

跡

（
ｖ
ｅ
ｓ
ｔ
ｉ
ｇ
ｉ
ｕ
m
）
に
よ
る
、
神
の
観
想
（
ｓ
ｐ
ｅ
ｃ
ｕ
ｌ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
）
で
あ
る
。
パ
ウ
ロ
に
従

っ

て

、

被

造

物

の

秩

序

・

美

な

ど

を

通

し

て

、

神

の

痕

跡

を

見

出

す

こ

と

か

ら

始

ま

る

。

最

高

善

・

至

福

は

、

我

々

よ

り

高

い

所

に

あ

る

が

、

人

間

は

自

力

で

昇

れ

な

い

で

、

神

の

助

力

に

よ

り

昇

っ

て

行

く

。

神

の

助

力

は

、

謙

遜

で

信

仰

深

く

、

熱

心

に

祈

る

人

に

与

え

ら

れ

る

。

祈

る

こ

と

に

よ

り

、

神

へ

の

道

を

学

ぶ

た

め

の

光

が

得

ら

れ

る

。

浄

心

に

よ

り

、

被

造

物

を

通

し

て

神

に

至

る

道

に

入

る

。

そ

の

た

め

に

、
「

心

を

尽

し

、

精

神

を

尽

し

、

思

い

を

尽

し

て

」

神

を

愛

せ

よ

と

い

う

。

神

に

よ

り

創

造

さ

れ

た

、
「

神

の

似

姿

」

（
ｉｍ
ａ
ｇ
ｏ
　
Ｄ
ｅ
ｉ
）

た

る

人

間

は

、

そ

の

根

源

の

神

へ

と

上

昇

す

る

。

聖

フ

ラ

ン

シ

ス

コ

に

現

れ

た

と

さ

れ

る

セ

ラ

フ

ィ

ム

（
Ｓ
ｅ
ｒ
ａ
ｐ
ｈ
ｉｍ

熾

天

使

）

が

持

つ

三

対

の

翼

は

、

人

間

の

霊

魂

が

神

へ

と

上

昇

し

て

行

く

六

段

階

を

象

徴

す

る

と

、

ポ

ナ

グ

ェ

ン

ト

ゥ

ー

ラ

は

考

え

た

。

神

に

ま

で

昇

る

六

段

階

に

並

行

し

て

、

霊

魂

の

能

力

も

ま

た

、

低

所

か

ら

高

所

へ

、

外

か

ら

内

へ

、

一

時

的

な

も

の

か

ら

永

遠

な

も

の

へ

と

、

六

段

階

を

持

っ

て

い

て

、

六

段

階

に

理

性

の

能

力

と

し

て

は

、

次

の

六

つ

が

各

々

対

応

す

る

と

い

う

。

即

ち

、

感

覚

（
ｓ

ｓ

回

）
・

表

象

（
ｉｍ
ａ
ｇ
ｉｎ
ａ
ｔ
ｉｏ
）
　・

理

性

（
ｒ
ａ
ｔ
ｉｏ
）
　・

知

性
（
Ｆ

邑

Ｆ
｛
回

｝
・

叡

智

（

ｉｎ
ｔｅ
ｌ
ｌｉｇ
ｅ
ｎ
ｔ
ｉａ
）
　・

霊

魂

の

尖

端

（
ａ
ｐ
ｅ
ｘ

　ｍ

ｅ
ｎ
ｔ
ｉｓ
）

で

あ

る

。

こ

れ

ら

の

人

間

に

本

来

、

植

え

付

け

ら

れ

た

能

力

は

、

罪

に

よ

り

歪

め

ら

れ

て

、

そ

れ

は

恩

寵

に

よ

ら

な

け

れ

ば

救

済

さ

れ

な

い

。

救

済

さ

れ

る

の

に

は

、

霊

魂

を

浄

め

、

祈

り

、

聖

な

る

生

活

を

送

っ

て

、

真

理

を

省

察

し

て

、

次

第

に

神

を

見

る

シ

オ

ン

の

丘

に

近

付

く

よ

う

に

す

べ

き

で

あ

る

と

い

う

。

原

罪

に

よ

っ

て

汚

さ

れ

た

霊

魂

を

浄

め

る

に

は

、

自

我

と

被

造

物

へ

の

執

着

か

ら

離

れ

る

べ

き

で

あ

る

と

す

る

。

世

界

に

お

け

る

各

事

物

は

、

重

さ

（

り
ｏ
乱

岳

）

・

数
（
ｎ
ｕ
m
e

ｒ
ｕ
ｓ
）
　・

尺

度

（
ｍ

ｅ
ｎ
ｓ
ｕ
ｒ
ａ
）

よ

り

造

ら

れ

て

、

相

互

に

作

用

し

合

い

、

変

化

し

て

行

く

一

切

の

事

物

に

秩

序

と

規

則

が

あ

る

。

こ

の

こ

と

か

ら

人

間

は

、

神

の

無

限

の

能

力

と

智

慧

と

善

性

を

理

解

で

き

る

で

あ

ろ

う

と

い

う

。

第

二

の

段

階

は

、

感

覚

的

世

界

で

の

、

神

の

痕

跡

に

お

け

る

神

の
観

想

で

あ

る

。

第

一

の

段

階

の

よ

う

に

、

被

造

物

を

通

し

て

神

の

能

力

と

智

慧

と

愛

ｊｍ｀
Ｄ’ｍｓ●１球ｍｎｕ９１ｒａｆｎ

一
―
ｔＩｒとＪ心作ｒ

―

（

χ

‥ｙ



の

反

映

を

見

る

だ

け

で

な

く

、

被

造

物

に

お

い

て

神

の

能

力

と

智

慧

と

愛

の

働
き
を
見
る
の
で
あ
る
。
こ
の
第
一
・
第
二
段
階
を
、
セ
ラ
フ
ィ
ム
の
二
枚

の

下

向

き

の

翼

に

譬

え

る

。

即

ち

、

こ

の

翼

で

、

人

間

の

霊

魂

は

、

下

に

あ

る

被

造

物

か

ら

神

へ

と

上

昇

し

、

被

造

物

を

通

し

て

、

ま

た

被

造

物

の

内

に

神

の

無

限

の

能

力

と

智

慧

と

愛

を

認

知

で

き

る

よ

う

に

な

る

。

こ

の

よ

う

に

被

造

物

に

よ

っ

て

、

或

程

度

ま

で

は

神

の

本

質

と

徳

を

見

る

こ

と

が

で

き

る

。

こ
う
し
て
、
人
間
の
霊
魂
は
、
神
が
一
切
の
被
造
物
の
原
因
（
o
r
i
g
o
)
で
典

型
（
ｅ
ｘ
ａ
ｍ
ｐ
ｌ
ａ
ｒ
）
で
、
目
的
（
f
i
n
i
s
)
で
あ
る
と
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
い

う

。

そ

し

て

ま

た

、

ボ

ナ

ヴ

ェ

ン

ト

ゥ

ー

ラ

に

お

い

て

は

、

神

の

能

力

に

お

い

て

聖

父

を

、

神

の

永

遠

の

智

慧

に

お

い

て

聖

子

キ

リ

ス

ト

を

、

神

の

無

限

の

愛

に

お

い

て

聖

霊

の

ペ

ル

ソ

ー

ナ

を

考

え

る

。

そ

し

て

一

切

の

被

造

物

は

、

三

位

一

体

神

の

反

映

・

似

姿

で

あ

る

と

す

る

。

第

三

段

階

は

、

自

然

的

諸

能

力

に

印

づ

け

ら

れ

た

神

の

似

姿

に

よ

る

神

の

観

想

で

あ

る

。

こ

の

段

階

で

は

、

自

己

反

省

し

、

霊

魂

の

自

然

的

諸

能

力

を

観

想

す

る

。

そ

し

て

そ

れ

ら

の

根

底

に

あ

る

神

を

観

想

す

る

の

で

あ

り

、

そ

れ

は

人

間

の

霊

魂

が

、

神

の

似

姿

で

あ

る

こ

と

に

基

づ

く

と

い

う

の

で

あ

る

。

人

間

の

霊

魂

の

諸

能

力

は

、

記

憶

（
m
e
m
o

ｒ
ｉａ
）
　・

叡

智
（
ｉｎ
ｔｅ
ｌ
ｌ
ｉｇ
ｅ
ｎ
ｔ
ｉａ
）
・

意
志
（
ｖ
ｏ
ｌ
ｕ
ｎ
ｔ
ａ
ｓ
）
の
三
つ
で
、
こ
れ
ら
は
相
依
相
関
し
て
い
る
能
力
で
あ

る

。

人

間

は

霊

魂

を

浄

め

れ

ば

、

自

己

の

霊

魂

の

能

力

に

お

い

て

も

三

一

神

の

似

姿

を

見

る

こ

と

が

で

き

て

、

神

と

の

合

一

へ

の

道

を

上

昇

す

る

。

こ

の

段

階

で

、

彼

は

ア

ウ

グ

ス

テ

ィ

ヌ

ス

哲

学

に

基

づ

い

て

、

自

己

の

内

な

る

霊

魂

に

入

り

、

記

憶

・

叡

智

・

意

志

の

三

能

力

に

よ

っ

て

神

を

知

る

の

で

あ

る

。

第

四

の

段

階

は

、

恩

寵

の

賜

物

に

よ

っ

て

改

造

さ

れ

た

神

の

似

姿

に

お

け

る

神

の

観

想

で

あ

る

。

原

罪

の

た

め

に

罪

深

い

人

間

は

、

霊

魂

の

浄

め

が

必

要
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
自
力
で
は
果
せ
な
い
。
「
私
は
門
で
あ
る
」
「
E
g
o

ｓ
ｕ
m

　ｏ
ｓ
ｔ
ｉｕ
m
.

）
と

い

う

、
キ

リ

ス

ト

を

通

し

て

入

る

者

は

救

わ

れ

る

。

恩

寵

の

賜

物

と

し

て

、

三

一

神

が

、

人

間

の

霊

魂

の

内

に

住

む

よ

う

に

な

る

。

そ

の
最
も
重
要
な
方
法
が
、
信
仰
と
希
望
と
愛
（
ｆ
ｉ
ｄ
ｅ
ｓ
，
　
ｓ
ｐ
ｅ
ｓ
　
ｅ
ｔ
　
ｃ
ａ
ｒ
ｉ
ｔ
ａ
ｓ
)

の

三

つ

の

神

学

的

徳

を

発

達

さ

せ

る

こ

と

に

よ

り

、

霊

魂

が

浄

化

（
ｐ
ｕ
ｒ
ｉ
ｆ
ｉ
-

ｃ
ａ
ｔ
ｉｏ
）

さ

れ

、

照

明

（
ｉ
ｌ
ｌｕ
ｍ

ｉｎ
ａ
ｔ
ｉｏ
）

さ

れ

、

完

成

（
ｐ
ｅ
ｒ
ｆｅ
ｃ
ｔ
 ｉｏ
）

さ

れ

る

と

い

う

。

原

罪

に

よ

り

喪

失

し

た

精

神

的

感

覚

が

、

キ

リ

ス

ト

に

対

す

る

信

仰

と

、

キ

リ

ス

ト

に

よ

っ
て

与

え

ら

れ

る

恩

寵

に

よ

っ

て

回

復

す

る

。

こ

の

精

神

的

感

覚

は

、

肉

体

的

感

覚

に

似

て

い

て

、

こ

れ

に

よ

っ

て

神

秘

的

方

法

で
、
神
に
つ
い
て
眼
・
耳
・
鼻
・
舌
・
身
で
体
験
す
る
。
霊
魂
が
、
完
全
な

神

の

似

姿

と

な

る

時

、

霊

魂

は

霊

魂

の

内

に

神

を

見

る

。

霊

魂

は

、

信

仰

・

希

望

・

愛

に

よ

っ

て

正

し

く

な

る

時

、

神

と

合

一

し

て

真

理

を

所

有

す

る

道

へ

と

向

う

。

要

す

る

に

、

こ

の

段

階

は

、

与

え

ら

れ

た

超

自

然

的

能

力

と

精

神

的

感

覚

に

よ

っ

て

、

自

己

の

霊

魂

内

に

映

さ

れ

た

神

の

姿

を

見

る

の

で

あ

る

。

そ

こ

で

セ

ラ

フ

ィ

ム

の

中

間

の

二

つ

の

翼

に

替

え

て

、

そ

れ

を

開

い

て

神

に

昇

る

と

い

う

の

で

あ

る

。

こ

れ

は

神

に

よ

っ

て

注

が

れ

た

神

学

的

徳

と

、

浄

化

・

照

明

・

完

成

又

は

合

一

の

働

き

と

、

聖

書

の

教

示

の

作

用

に

因

る

。

こ

の

よ

う

な

経

験

は

、

二

つ

の

掟

、

即

ち

神

と

隣

人

へ

の

愛

を

更

に

完

全

に

履

行

さ

せ

る

効

果

が

あ

る

と

説

く

。

第
五
の
段
階
は
、
神
の
第
一
の
名
た
る
「
存
在
」
（
e
s
s
e
）
に
よ
っ
て
、
神



の
唯
一
性
を
観
想
す

る
こ
と
で
あ
る
。
第

三
段
階
ま
で

は
、
自
然
的
知
性
に

よ
り
神
の
似
姿

を
見
て
、
第
四
段

階
に
お
い
て
は
、
キ
リ

ス
ト
に
対
す
る
信

仰

と
、
キ
リ

ス
ト
に
よ
り
与
え
ら
れ
る
恩
寵
に
よ

っ
て
、
神

の
似
姿

を
観
想

し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
神
と
の
合
一
に
至

る
道

に
お
け

る
助
け

に
は
な

る

が
、
合
一
の
直
接
の
方
法
で
は
な
い
。
第
五
段

階
で
、

ボ
ナ

ヴ
ェ
ン
ト

ゥ

ー

フ
は
、
神
の
本
質

を
考
え

る
。
神
の
本
質

を
適
切

に
表
現
す

る
の
は
、
具

体

的
概
念
で
な
く
、
最
も
抽
象
的
な
概
念
で
あ
る
。
一
切
の
具
体
性

を
取
り

去
れ

ば
、
結
局
、
存
在
自
体

が
残
る
。
ア
リ

ス
ト
テ

レ
ス
的

に
存
在
自
体
の

中

に
神

を
観

想
す
る
。
そ
し
て
存
在
と
し
て
の

神

を

、『
旧
約
聖
書
』
の
神

に
結

び
つ
け
る
。
神
は
無
限
・
絶
対

で
完
全
な
存
在
で
あ

る
。
存
在
自
体
で

あ

る
神

は
、
最

初
で
最
後
、
永
遠
で
現
在
、
単
純
で
最
大
、
至
高
の
唯
一
で

あ
り

な
が
ら

、
す

べ
て
を
含
む
。

そ
の
中
心

は
ど
こ
に
で
も
存
在
し
、
そ
の

周
辺

は
ど
こ

に
も
な
い
。
力

と
智
慧

を
持

つ
存
在

で
、
一
切

の
有
限
存
在
の

原
因

で
目

的
で
あ
る
。
神
は
、
要
す

る
に
時
間
・
空
間
を
超
越
し

た
永
遠
不

変

の
存
在
自
体
で
あ
り
、
そ

れ

は
、『
旧
約

聖
書
』
（
出
エ
ジ
プ
ト
記
、
三
ノ
十

四
）
の
、
E
g
o
 
s
u
m
 
q
u
i
 
s
u
m
.
と
い
う
神
で
あ
る
と
説
く
。

第
六
段
階
は
、
神
の
名
た
る
「
善
」
（
b
o
n
u
m
）
に
お
け
る
三
位
一
体
の

観
想

で
あ
る
。
プ
ラ

ト
ン
的
、
プ
ロ
テ
ィ
ノ

ス
的
に
存
在

の
彼
方

に
善

な
る

も
の

と
し
て

の
神

を
観
想
す

る
。
そ

し
て
、

ア
ン
セ
ル

ム
ス
的
に
、
そ
れ
以

上
善

な
る
も

の
は

考
え
ら

れ
な
い
最
高
善

、
こ
れ
が
愛
で

あ
り
、
三
一
神
で

あ
る
こ
と

を
覚

る
。
最
高
善

を
本
質

と
す

る
神

は
、

そ
の
自
己
の
内

か
ら
無

限
の
智
慧
に
よ

っ
て
、
聖
子

を
生

ん
だ
。
聖
父

と
聖
子

は
、

無
限

の
愛
に
よ

つ
て

、

聖
霊

を

発

出
す

る
。

堕

罪

し

た
人

間

は

、

聖

子

キ

リ

ス

ト

に

よ

っ
て

だ
け

救

わ

れ

て

、
再

び
神

と

そ

の

三

位

一

体

の

生

命

と

の

合

一

の
状

態

が
得

ら

れ

る

の

で

あ

る

。

以

上

の

よ

う

な
六

段

階

を

経

て

、

霊

的

、
神

秘

的

な
「

脱

我
」（
ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｓ
ｓ
ｕ
ｓ
）

に

よ

っ

て
、

完

全

に
神

の

内

に

入

る

感

動

で
知

性

に
「

平

安

」
（
ｒ
ｅ
ｑ
ｕ
ｉｅ
ｓ
）

が
与

え

ら

れ

る

。

信

仰

・
希

望

・
愛

の

黙

想

に

よ

っ
て

だ

け

入

口

を
通

過

で

き

る
。

神

と

の
神

秘

的
合

一

は

、

キ

リ

ス
ト

に

よ

り

与

え

ら

れ

る

聖
霊

に

よ

っ
て

だ

け
で

き

る
体

験

で

あ

り

、

人

間

知

性

を

超

え

て

い

る
。

人

間

知

性

を

超

え

た
m

ｙ
ｓ
ｔｅ
ｒ
ｉｕ
m

に

入
り

、

デ

ィ

オ

ニ

ュ

シ
オ

ス

・

ア

レ

オ

パ
ギ

タ

的

に

、

霊

魂

の

脱

我

に

よ

り

、
神

の
内

に

憩

う

の

で

あ

る
。

人

間

の
霊

魂

が
神

に

変

化

す

る
の

で

は

な

い

。
心

の

浄
化

、

善

徳

の

実

行

、

キ
リ

ス

ト
を

通

し

て

、
神

と

の

合

一

を

意

識

し
体

験

す

る

の

で

あ

る

。

以
上
に
お
い
て
、
空
海
の
代
表
的
著
作
の
『
十
住
心
論
』
と
、
ボ
ナ
ヴ
ェ

ン
ト
ゥ
ー
ラ
の
著
作
の
一
頂
点
た
る
『
I
t
i
ｎ
ｅ
ｒ
ａ
ｒ
ｉ
ｕ
m
』
の
所
説
の
概
要
を
辿

っ
て

み

た
。

他

著

作

を
も

念

頭

に

お

い

て

、
両

者

の
比

較

考
察

を
試

み

よ

う

。

但

し

、

紙

幅

の
都

合

で

概

略

を

述

べ
る

に

止

め

る

。
空

海

の
思

想

か
ら

少

考

す
る
と
、
ボ
ナ
ヴ
ェ
ン
ト
ゥ
ー
ラ
の
思
想
は
、
十
住
心
の
第
三
嬰
童
無
畏
住

心

の

段

階

に
該

当

す

る

よ
う

に

も

思

わ

れ

る

。

し

か

し

な

が
ら

、

第

六

他

縁

大

乗

住

心

に

お
け

る
三

十

心

の

中

の
、

例

え

ば

、

治
地

住

・
歓

喜

行

・

饒

益

行

・

無

違

逆

行

・
随

順

堅

固

一
切

善

根

廻

向

な

ど

を
詳

細

に
対

比

検

討

す

る

と

、

両

思

想

の

類

似

性

が
認

め

ら

れ

る

。

究

極

の
段

階

に
到

達

す

る
と

、

前

者

は

、
『

十

住

心

論

』

の

序

文

に

、
「
入

我

我

入

の
荘

厳

の

徳

を

顕

証

せ

し

め

ｊｍ四
Ｄ’ｍｓ

ｓ
ｌ心ｍＪ

ｓ
ｌｒａＥ

匹とＩ論心住十ｒ
Ｑ

。
り

只

）



ん
」

と
あ
る
よ
う
に
、
〈
入

我

我

入

〉
即
ち
、
仏
我
に
入
り
、
我
仏

に
入

る

と
、
仏

と
我

と
が
加
持

感
応

し
て
一
体

と
な
る
こ

と
を
目

指
す
。
加
持
感
応

に
お
い
て
、
自
我

の
否

定
の
無
我
が
大

我
、
即

ち
真
実
の
自
我

と
し
て
甦

る
。

法
身

は
、
自
己

の
各

住
心
を
超
越
す
る
と
同

時
に
、
各
住
心

に
顕
現

し
て
内

在
す

る
。
大

日
如
来
は
理
法
身

と
し
て
、
心
の
内
に
潜
在
す

る
の
で

あ
り
、

執
着

を
棄
て

た
自
性
清
浄
心
の
外
に
存
在
す
る

の
で

は
な
い
。
法
身

の
実
在

を
感
得
し
て

、
〈
即
身
成
仏
〉
す

る
の
で

あ

る
。
後
者

に
お
い
て
、

神
は
唯

一
絶
対
の
超
越
者
と
し
て
、
被
造
物

と
厳
密
に
区
別

さ
れ
て

い
る
に
も
拘
ら

ず
、

神
の
最
高
の
無
限
性
と
能
力
の
故
に
、
微

か
な
反
映

と
し
て
で

は
あ
る

が
、
神

は
万

物
に
内

在
し
、
人
間
自
身
の
内
奥
に
現
存
す
る
。
霊

魂

が
、
一

切

の
被
造
物
に
対
す
る
執
着

を
棄
て
て
心
身
浄
化
さ
れ

る
と
、

キ
リ

ス
ト
が

霊
魂
の
内
に
生
き
て
自
由
に
働
く
の
で
、
三
一
神
の
生
命

に
与

る
こ

と
を
知

る
。
霊
魂
は
、
万

物

を
無

か
ら
創
造
し

た
神
の
被
造
物
で

あ
る
と
い
う
こ
と

が
、
空
海
と
は
異
質
の
ボ
ナ
ヴ
ェ
ン
ト
ゥ
ー
フ
の
思
想
の
大
前
提
と
し
て
の

信
仰
で
あ
る
。
両
者
は
共

に
夫

々
の
道

に
則

っ
て
究
極

の
真
理

を
把

捉
し
て

い
る
。
後
者

に
つ
い
て
、

ジ
ル
ソ

ン
も
、「

ボ
ナ

グ
ェ
ン
ト

ゥ
ー
ラ

の

学

説

は
、
我
々
か
ら
見
れ
ば
、
思
弁
的
神
秘
神
学
の
最
高
頂
を
示
し
て
お
り
、
今

ま
で
成
就
し
な
か
っ
た
完
璧
な
総
合
を
構
成
し
て
い
る
」
と
言
う
。
両
思
想

は
、
そ
の
前
提
が
違
う
の
で
、
思
想
形
態
の
特
質
に
差
異
が
見
ら
れ
、
畢
竟

は
根
本
真
理

を
も
異

に
し
て

い
る
。

（
１
）
　
弘
法
大
師
全
集
（
密
教
文
化
研
究
所
）
第
一
輯
（
巻
第
一
）
一
二
九
頁

（
２
）
　
同
書
、
一
三
〇
―
四
一
四
頁

（
３
）
　
Ｓ

．

Ｂ
ｏ
ｎ
ａ
ｖ
ｅ
ｎ
ｔ
ｕ
ｒ
ａ
ｅ
　
Ｏ
ｐ
ｅ
ｒ
ａ
　
Ｏ
ｍ
ｎ
ｉ
ａ
，
　
ｅ
ｄ
ｉ
ｔ
ａ
　
ｓ
ｔ
ｕ
ｄ
１
０
ａ
ｎ
ｏ
ａ
 
P
P
・

C
ｏ
ｌ
ｌ
ｅ
ｇ
ｉ
ｉ
　
ａ
　
Ｓ

．

Ｂ

ｏ

ｎ

ａ
ｖ

ｅ

ｎ

ｔ
ｕ

ｒ
ａ

，
　
Ｆ

ｉｒ

ｅ
ｎ

ｚ
ｅ
-

Ｑ

ｕ

ａ
ｒ
ａ

ｃ

ｃ

ｈ

ｉ
，
　
Ｔ

ｏ

ｍ

．
　
Ｖ

，
　
１
８

９

１
，

ｐ

ｐ
.

　
２

９
５
-

３

１
６

．
　

こ

の

著

作

を

含

め

、

彼

の

著

作

は

殆

ど

日

本

語

に

訳

さ

れ

て

い

な

い

。

一

九

八

三

年

に

、

「

東

京

ボ

ナ

ヴ

ェ

ン

ト

ゥ

ラ

研

究

所

」

が

で

き

た

の

で

。

何

れ

翻

訳

さ

れ

る

で

あ

ろ

う

。

こ

の

小

論

は

、

ラ

テ

ン

語

原

典

に

拠

る

が

、

次

の

近

代

語

訳

を

参

照

し

て

い

る

。

Ｓ

ａ

ｉｎ

ｔ

　
Ｂ

ｏ
ｎ

ａ
ｖ

ｅ
ｎ

ｔ
ｕ

ｒ

ｅ

，ｓ

　
Ｉ
ｔ
ｉ
ｎ

ｅ
ｒ

ａ
ｒ

ｉｕ
m

　

Ｍ

ｅ

ｎ

ｔ

ｉｓ

　

ｉ
ｎ

　

Ｄ

ｅ
ｕ
m

．
　
W
i

ｔ
ｈ

ａ

ｎ

　

Ｉ
ｎ

ｔｒ

ｄ
ｕ

ｃ

ｔ
ｉｏ

ｎ

，
　
Ｔ

ｒ
ａ
ｎ

ｓ
ｌ
ａ

ｔ
ｉ
ｏ

ｎ

　ａ

ｎ

ｄ

　
Ｃ

ｏ

ｍ

ｍ

ｅ
ｎ

ｔ
ａ
ｒ
ｙ

，
　
Ｐ

．
　
Ｂ

ｏ

ｅ

ｈ

ｎ

ｅ
ｒ

．

Ｔ

ｈ

ｅ

　
Ｆ

ｒ
ａ

ｎ

ｃ

ｉｓ
ｃ

ａ
ｎ

　
Ｉ
ｎ

ｓ
ｔ
ｉ
ｔ
ｕ

ｔ
ｅ

，
　
１
９

５
６

．

Ｐ
ｉ
ｌ
ｇ
ｅ
ｒ
ｂ
ｕ
ｃ
ｈ
　
ｄ
ｅ
ｒ
　
Ｓ
ｅ
ｅ
ｌ
ｅ
　
ｚ
ｕ
　
Ｇ
ｏ
ｔ
ｔ
．
 
ｅ
ｉ
ｎ
ｇ
ｅ
ｌ
ｅ
ｉ
ｔ
ｅ
ｔ
，
　
u
ｉ
ｂ
ｅ
ｒ
ｓ
ｅ
ｔ
ｚ
ｔ
　
ｕ
ｎ
ｄ

ｅ
ｒ

ｌ
ａ
ｕ

ｔ
ｅ
ｒ

ｔ

　ｖ

ｏ

ｎ

　
Ｊ

．
　
Ｋ

ａ
ｕ

ｐ

． 　

Ｋ

ｏ
:ｓ
ｅ

ｌ
-
Ｖ

ｅ
ｒ

ｌａ

ｇ

，
　
Ｍ

ｕ

ｎ

ｃ

ｈ

ｅ

ｎ

。
　

１
９
６

１

．

Ｉ
ｔ
ｉ
ｎ
ｅ
ｒ
ａ
ｉ
ｒ
ｅ
　
ｄ
ｅ
　
l
'
ｅ
ｓ
ｐ
ｒ
ｉ
ｔ
　
ｖ
ｅ
ｒ
ｓ
　
Ｄ
ｉ
ｅ
ｕ
．
 
Ｉ
ｎ
ｔ
ｒ
ｏ
ｄ
ｕ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
,
　
ｔ
ｒ
ａ
ｄ
ｕ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ

ｅ
ｔ
ｎ
ｏ
ｔ
ｅ
ｓ
　
ｐ
ａ
ｒ
　
Ｈ
．
　
D
ｕ
m
e
ｒ
ｙ
．
　
Ｖ
ｒ
ｉ
ｎ
，
　
4
0
ｅ
ｄ
．
，
　
１
９
８
１
．

（
４
）
　
Ｅ
ｔ
ｉ
ｅ
ｎ
ｎ
ｅ
　
Ｇ
ｉ
ｌ
ｓ
ｏ
ｎ
，
　
L
ａ
　
Ｐ
ｈ
ｉ
ｌ
ｏ
ｓ
ｏ
ｐ
ｈ
ｉ
ｅ
　
ｄ
ｅ
　
Ｓ
ａ
ｉ
ｎ
ｔ
　
Ｂ
ｏ
ｎ
ａ
ｖ
ｅ
ｎ
ｔ
ｕ
ｒ
ｅ
，

Ｖ

ｒ

ｉｎ

，
　
３
ｅ
ｅ

ｄ
.

，
　

１
９

５
３

，
　
ｐ

．
　
３
９

６
．

（

か

さ

い

・

た

だ

し

、

比

較

哲

学

、

群

馬

大

学

教

授

）
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